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H! 

何
故
に
、
あ
ら
ゆ
る
工
業
は
至
る
所
平
等
に
散
布
し
な
い
で

特
別
の
狭
少
な
地
域
に
集
中
す
る
か
。
と
の
理
由
を
明
か
に
す
!

る
所
謂
「
集
積
論
」
は
、
工
業
の
立
地
論
中
、
最
も
興
味
と
意
義

に
富
む
部
分
で
あ
る
。

と
の
集
積
論
の
問
題
と
す
る
所
は
、
撃
で
論
じ
た
や
う
に
、

抽
象
的
に
は
解
き
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
集
積
す
る
工
業
、

及
び
集
積
地
の
性
質
陀
関
す
る
具
閥
的
友
観
察
を
、
基
礎
と
せ

ね
ば
友
ら
山
内
g
v

所
で
、
複
雑
極
ま
り
友
き
各
種
工
業
の
性
質
は

暫
一
〈
措
き
、
貨
際
の
工
業
集
積
地
を
見
る
に
、
そ
の
顕
著
な
タ

イ
プ
と
し
て
、
h
早
な
る
工
業
地
域
と
中
心
都
市
(
そ
の
娘
外
を
も

第
三
十
六
巻

八
七
百
凡

第
五
毅

ノk

含
む
U

と
を
分
っ
こ
ど
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
先
づ
、
軍
友
る

工
業
地
域
に
沿
け
る
集
積

(
Z
Iパ
1

白
一
耳
ふ
偶
然
集
一
芯
は
、

，、

慨
し
て
翠
純
な
立
地
図
ぞ
を
基
礎
と
し
、
立
地
因
子
と
工
業
と

の
連
関
も
自
然
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
設
明
は
さ
ま
で
困
難
で

友
い
。

と
れ
に
封
し
中
心
都
市
k
t
u
け
る
集
積
(
即
ち
純
集
積
)

の
原
因
企
な
る
立
地
因
子
は
、
教
も
多
け
れ
ば
、
相
互
関
係
も

複
雑
で
お
し
¥

ぞ
の
れ
工
業
忙
針
ず
お
刊
別
も
初
め
七
多
川
併
で

あ
る
。
第
二
に
、
雨
者
の
立
地
論
中
で
占
め
る
地
位
も
、
相
違

し
て
ゐ
る
。
え
来
、

一
経
済
開
内
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
立
地
は
、

相
互
に
他
を
規
定
す
宇
。
併
し
、
経
持
樫
の
範
園
自
植
を
そ
の

市
場
圏
に
よ
っ
て
決
定
し
、
叉
後
に
述
べ
る
や
う
に
、
経
済
以

外
の
事
由
に
影
響
さ
れ
る
程
度
が
甚
だ
し
い
か
ら
、
中
心
都
市

の
扶
況
を
先
づ
定
め
て
置
く
の
は
、
立
地
諭
を
統
一
し
、
理
論

的
た
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
。
冒
頭
、
孤
す
一
闘
の
中
央
に
唯

の
大
都
市
あ
り
と
す
る
チ
ユ

1
ネ
ン
と
、
個
々
の
ヱ
業
指
向
を

問
題
と
し
た
り
工

l
パ
ー
と
の
成
果
の
差
異
は
)
よ
て
こ
の
聞

の
消
息
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
爾
見
地
を
主
た
理
由
と
し
て
'
、

本
稿
で
は
、
中
心
都
市
の
工
業
集
積
を
問
題
と
す
る
。

Alfred WebeT; Uber den Standort der lndustr;en， 1. Teil， Reine Theorie des 
S同ndo，t、S.35， 121 ff. 
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拙稿;生産立地理論について(鐙湾論襲、第二十八巻、九--c)頁〉

)

)

)

 

2

3

4

 



か
ミ
る
問
題
の
提
出
に
封
し
て
は
、
中
心
都
市
の
工
業
集
積

は
、
そ
の
人
口
集
中
と
と
も
に
、
工
業
の
都
市
集
中
問
題
と
し

て
夙
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
と
、
批
評
す
る
と
と
が
出
来
ゃ
う
。

事
賞
そ
れ
に
相
違
な
い
。
:
併
し
、
問
題
を
充
分
明
か
に
し
て
ゐ

る
と
は
云
ひ
得
た
い
。
査
し
、
第
一
に
従
来
の
研
究
は
、
基
礎

と
す
る
に
足
る
だ
け
の
立
地
理
論
を
有
し
友
い
憾
が
あ
る
。
立

地
理
論
は
、
先
づ
、
一
般
に
、
一
立
地
箪
位
を
構
成
す
る
各
経

替
の
立
地
は
、
と
れ
に
叫
制
し
て
そ
れ

y
(、
の
地
新
が
他
の
地
鮪

ー

:
;
;
3
1・:・

l
:・
!
l
司

》

;

ド
耐
A
X
F
(

仰
す
と
柏
市
'
川
町
'
凶
f
一

J
M
出
肱
γ
7
m
b
η

竹
町
℃
定
士
る
と

見
る
。
次
に
、
立
地
図
予
の
結
合
欣
況
に
つ
い
て
、

イ
プ
を
考
え
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
中
心
都
市
の
工
業
集
積
に
つ

い
て
も
、
と
の
・
タ
イ
プ
に
属
す
る
立
地
に
並
存
す
る
多
数
立
地

一
定
の
タ

附
子
の
種
類
、
強
度
を
確
め
、
そ
の
各
立
地
翠
位
に
及
ぼ
す
綜

合
的
友
作
用
を
決
定
し
、
と
れ
に
よ
っ
て
問
題
に
答
え
ね
ば
友

ら
ね
。
然
る
に
、
立
地
理
論
白
鶴
が
よ
〈
褒
達
し
て
居
ら
や
、

叉
こ
れ
に
封
ず
る
一
般
の
理
解
も
充
分
で
友
い
た
め
に
、
従
来

工
業
の
大
都
市
集
中
が
屡
々
論
ぜ
ら
れ
た
に
拘
ら
や
、
そ
の
立

地
闘
子
が
明
瞭
に
さ
れ
て
居
ら
や
、
特
に

7
4因
子
相
互
間
の

中
心
都
市
に
お
け
る
工
業
集
積

関
係
の
如
き
、
殆
ん
ど
無
視
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
前
項
と
も
あ
る
程
度
ま
で
関
聯
し
て
ゐ
る
が
、
中
心

都
市
の
工
業
集
積
を
、
工
業
分
布
上
に
沿
け
る
都
郁
の
封
立
と

五
ふ
一
般
問
題
中
に
包
括
す
る
ζ

と
は
、
そ
の
特
質
を
明
か
に

す
る
所
以
で
友
い
。
査
し
、

一
般
の
工
業
都
市
は
、
経
済
醐
慢
の

軍
事
仏
る
要
素
に
過
を
歩
、
叉
そ
の
立
地
問
子
は
工
業
と
の
有
機

的
友
達
闘
を
明
示
す
る
か
ら
、
比
較
的
宗
易
に
捕
捉
し
得
る
。

と
れ
に
反
し
、
中
心
都
市
は
閑
民
経
済
の
中
植
と
も
稀
す
ぺ
き

位
置
山
花
ぃ
口
必
¥
そ
の
護
服
が
一
J

誌
に
負
ふ
所
も
闘
よ
り
少
〈
は

た
い
け
れ
ど
も
、
根
本
的
で
左
く
、
そ
の
大
を
な
す
基
礎
と
な

っ
た
機
能
は
、
経
済
的
に
は
、
商
業
・
金
融
・
貯
蔵
等
流
通
の
中

心
た
る
と
と
で
あ
る
。
夏
に
、
経
済
以
外
、
政
治
・
軍
事
・
文
数

の
中
心
た
る
と
と
も
、
普
通
の
工
業
都
市
と
は
著
し
〈
異
た
つ

た
色
彩
を
奥
え
る
。
か
ゃ
う
友
特
色
に
感
じ
、
中
心
都
市
の
工

業
立
地
因
子
の
種
類
・
組
成
、
従
っ
て
ま
た
工
業
集
積
は
、

般

工
業
都
市
の
そ
れ
と
は
、
営
然
に
、
相
違
せ
ざ
る
を
得
友
い
か

ら
で
あ
る
。

乙
の
見
地
を
基
礎
と
す
る
か
ら
、
以
下
に
沿
い
て
は
、
先
づ
、

第
三
十
六
巻

第
五
競

八
七
九
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中
心
都
市
に
お
付
る
工
業
集
積

中
心
都
市
の
基
本
的
な
性
質
を
定
め
る
。
次
に
、
と
の
基
本
的

危
性
質
の
結
国
対
と
し
て
、
如
何
な
る
立
地
因
子
が
、
如
何
な
る

組
合
せ
で
存
在
す
る
か
を
見
る
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
ら
因
子
の

作
用
に
よ
っ
て
集
積
す
る
工
業
の
種
類
・
範
閏
を
説
明
し
ゃ
う

と
思
ふ
。

間
よ
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
何
れ
も
重
大
で
あ
り
、
強
雑
で

も
あ
る
か
ら
唱
筒
却
に
論
断
寸
る
と
と
は
一
小
可
能
で
、
前
提
と
↑

し
て
、
各
個
の
中
心
都
市
に
関
す
る
周
到
友
賃
設
的
観
察
を
要
一

す
る
。
併
し
、
他
面
、
と
の
具
鰻
的
注
視
察
を
行
ふ
に
先
っ
て
、

i

輪
開
め
問
題
の
輪
廓
を
決
定
し
て
置
く
の
も
、
全
然
無
意
味
で
は

ゑ
い
。
本
稿
は
か
h

る
見
地
か
ら
一
感
の
概
括
を
行
っ
た
結
果

に
止
ま
り
、
あ
く
ま
で
暫
定
論
で
あ
る
か
ら
、
御
示
教
を
得
て

他
日
修
柑
し
た
い
。

4定
つ中
て心
、都

そ市
の I は

i2説
宮代
目の
と
図tl 民

と 経
併済
せ
と
親不
祭討
す Zi
る"
~~ι〉

支も
九の
よ，で
て匹、

T あ
りる
て。

明
か
に
詮
る
。

邸
ち
、
一
般
に
、
経
済
の
褒
建
は
、
経
済
憶
の
績
大
、
そ
の

考1
I'L 

見
~. 
Jゃ
う
丘
中
"L" 
者1:
市
は

5) .T. A. Hobson; The Evolution of Modem Capitalism， '，，6， p. 154・f近代資本
主義史論、一七四頁)H. Ritschl， Reine u. historische Dy:namik de::; S同国υrlc.:;der 
rzeu耳ungS7.Wel邑e(Schmollers Jahlrl>ucb， 51. Jahrg.，巴.813) 
6) H.Ritschl; a.. a. O. S. 865・
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内
部
に
た
け
る
地
域
的
た
分
業
・
協
業
の
準
歩
を
内
容
と
す
る
。

園
民
経
済
の
成
立
、
中
心
都
市
の
愛
生
は
、
何
れ
も
こ
の
経
桝

帯
血
遠
の
長
い
歴
史
の
結
果
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、

工
業
を
替

略 t~
々都
白市
;t，ι 、
侶31
Y 農・
2 産
五型
都品
市
す

事EE
るi~干
周の回

I辱思
代でた
にと

は通
i段平
常 B
L 成
6コ
りl古

都
が
あ
り
、
叉
例
外
の
商
品
に
つ
い
て
相
営
庚
い
地
域
に
一
日
一
る

刊
刊
朝
が
布
校
す
る
に
し
て
も
、

愛
生
し
得
た
か
っ
た
。

然
る
に
、

多
数
の
都
市
粧
梼
を
綜
合
し

た
闘
民
経
済
の
成
立
す
る
や
、
各
都
市
各
地
方
が
そ
れ

A
¥優

れ
た
部
門
の
生
産
に
専
門
化
し
・
そ
の
生
産
物
を
全
憶
に
供
し
、

叉
必
要
品
を
庚
〈
他
に
仰
ぐ
こ
と
L

友
っ
た
。
と
の
蝿
刻
化
が
か

-
A

る
大
経
済
鰭
の
中
心
を
前
提
と
し
、
叉
そ
の
成
立
、
護
展
の

原
動
力
と
た
る
と
と
は
、
営
然
の
筋
道
で
あ
る
。
そ

L
で
、
乙

の
中
心
と
し
て
の
機
能
を
果
す
の
が
、
中
心
都
市
に
外
友
ら
ね

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
位
置
・
歴
史
等
に
慮
ビ
て
相
違
す
る
鮪

も
少
く
は
友
い
け
れ
ど
も
、
間
民
経
済
と
等
し
〈
、
中
心
都
市

に
つ
い
て
も
典
型
を
定
め
る
事
が
出
来
、
・
突
の
如
き
性
質
を
俳

有
す
る
と
考
え
て
、
大
過
は
な
い
。



事
費
は
、
製
口
m'・
原
料
の
市
揚
で
あ
り
、
新
工
業
の
費
生
地
と

た
り
ー
虫
た
叫
州
制
問
按
隅
の
利
鉛
を
興
え
る
と
と
で
あ
る
。
第
一
一

に
、
か
く
の
如
き
経
桝
樟
の
中
心
は
、
園
民
経
済
と
等
し
〈
、

自
然
に
費
生
し
た
も
の
で
は
な
〈
て
、
園
家
の
促
進
に
待
つ
所

多
く
、
時
と
じ
て
は
全
然
図
櫨
の
費
動
に
基
づ
い
て
さ
へ
ゐ
る

の
で
あ
丸
。
所
が
、
園
家
の
こ
れ
ら
都
市
に
叫
制
す
る
政
策
・
施

設
は
、
経
済
方
面
の
み
に
局
限
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
叉
都
市
白

程
か
主
る
中
心
に
選
ば
れ
る
位
優
秀
な
地
歩
を
占
め
、
或
は
中

必
た
る
が
た
め
に
富
力
・
人
口
で
勝
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
経
済
以
外
、

同
時
に
政
治
・
軍
事
・
文
教
等
の
中
心
た
る
を
常
と
ナ
る
。
そ
の

緒
旧
南
は
、
立
地
的
に
見
れ
ば
、
製
品
の
市
場
と
し
て
重
要
で
あ

中
心
都
市
に
担
け
る
ヱ
業
集
積

り
、
接
摘
の
利
益
が
極
め
て
大
き
い
事
と
た
る
反
面
陀
、
乙
れ

ら
諸
多
の
活
動
が
狭
少
な
地
域
に
密
集
す
る
た
め
に
、
地
代
は

高
か
ら
ざ
る
を
得
た
い
。

第
三
に
、
経
済
の
中
心
と
し
て
の
活
動
は
、
多
数
の
人
口
を

集
積
せ
し
め
、
叉
か
く
集
積
し
た
人
口
を
よ
〈
養
ひ
得
る
の
で

あ
る
。
部
ち
川
専
門
熟
練
第
働
に
封
す
る
需
要
大
き
く
、
持
賃

の
高
い
こ
と
、
技
能
修
得
の
機
舎
に
富
む
こ
と
‘
掌
融
市
設
備
の

こ
れ
ら
を
主
左
理
由
と
す
る
有
粛
な
人

口
の
集
中
比
、
近
代
の
一
大
特
質
在
た
す
。
更
に
、
一
両
い
生
お

費
の
園
陸
迫
、
一
耽
曾
の
著
し
い
個
人
主
義
化
が
、
崎
労
働
人
口
の
容

を
高
か
ら
し
め
ゐ
。
乙
れ
ら
諸
事
情
が
相
俣
っ
て
、
工
業
立
地

具
ば
っ
て
ゐ
る
と
と
、

と
し
て
の
中
心
都
市
は
、
融
労
働
特
に
熟
練
持
働
の
供
給
が
豊
富

た
と
云
ふ
黙
で
、
著
し
い
特
色
を
有
す
る
。
但
し
、
持
貨
は
必

十
し
も
低
廉
で
は
左
い
。

故
に
、
概
括
し
て
、
中
心
都
市
は
、

工
業
立
地
と
し
て
、
製

品
・
原
料
の
市
場
た
る
こ
と
、
持
働
特
陀
熟
練
労
働
に
富
む
こ

と
、
情
勢
・
接
備
の
利
益
の
大
き
い
と
と
を
特
色
と
し
.
反
面
に
、

地
代
・
弁
賃
が
高
い
と
、
云
ふ
と
と
が
州
来
ゃ
う
。

i¥. 
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申
心
都
市
に
お
け
る
工
業
集
積

然
ら
ば
、
か
a
A

る
立
地
保
件
は
、
工
業
に
劃
し
て
如
何
に
作
用

す
る
か
@
先
づ
、
市
揚
の
利
益
を
原
料
に
つ
い
て
親
祭
す
る
に
、

そ
の
償
格
は
常
に
低
廉
と
は
限
ら
友
い
。
併
し
、
原
料
の
採
取
・

生
産
の
規
模
は
、
工
業
の
そ
れ
に
比
し
て
普
遁
甚
だ
小
さ
い
。

し
か
も
‘
工
業
の
使
用
す
る
原
料
は
、
製
品
の
需
要
並
び
に
生

産
設
備
の
聞
係
上
、
口
問
貨
が
限
定
さ
れ
た
が
ら
、
多
種
類
が
、

大
量
収
、
必
製
M

れ
賦
じ
て
直
ち
K
似
給
さ
れ
ね
ば
な
ら
机
。
と

の
要
求
を
最
も
よ
〈
充
た
す
も
の
は
、
即
ち
、
各
種
原
料
の
荷

揚
に
外
な
ら
ぬ
。
更
に
、
市
場
の
先
物
買
入
・
小
買
に
よ
っ
て

金
融
・
保
険
・
危
険
の
負
携
を
避
け
得
る
と
と
も
少
〈
は
た
い
。

製
品
の
市
揚
が
、
繕
額
的
に
大
量
生
産
を
行
ふ
T

山
業
に
有
利
友

離
も
、
略
h
同
様
で
あ
る
か
ら
、
反
覆
は
避
け
&
。
第
二
に
.

持
働
も
必
や
し
も
低
出
版
で
は
友
い
が
、
豊
富
で
あ
り
、
極
め
て

高
級
な
必
要
に
感
宇
る
熟
練
努
働
者
か
ら
、
間
単
純
友
カ
役
に
服

す
る
雑
役
夫
ま
で
、
種
類
に
富
む
か
ら
、
随
時
随
意
の
組
織
を

整
え
得
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
情
勢
の
結
梨
、
邸
ち
、
工
業

の
褒
展
、
集
積
に
比
例
し
て
、
と
れ
を
助
長
す
る
組
織
・
市
揚
・

熟
練
帥
労
働
者
が
生
じ
、
他
と
の
競
争
力
を
強
め
る
こ
と
は
、
庭

第
三
十
六
巻
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女
地
に
新
工
業
を
興
す
際
の
困
難
に
徴
し
て
、
明
白
で
あ
る
。

第
四
に
、
商
工
業
を
始
め
、
各
種
の
活
動
が
狭
少
た
地
域
に
集

中
し
て
ゐ
る
た
め
に
、
接
摘
の
利
径
を
受
け
、
製
品
の
改
善
、

生
産
費
の
低
減
す
る
と
と
も
、
顛
著
左
事
賓
で
あ
る
が
、
徐
り

に
個
別
的
た
事
例
に
立
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
詳
設
は
略
す

る。
ゐ
の
如
酔
口
広
地
別
子
を
耕
げ
る
と
と
に
射
し
て
は
、
同
様
の

事
情
が
他
の
工
業
集
積
地
域
に
も
認
め
得
る
と
の
評
が
、

生
す事

る
か
も
知
れ
友
い
。
併
し
、
中
心
都
市
に
は
他
の
決
し

τ比
肩

し
得
左
い
特
長
が
あ
る
。
印
ち
、
第
一
は
、
市
場
で
需
要
さ
れ

る
製
品
、
供
給
さ
れ
る
原
料
、
使
用
し
得
る
持
働
力
、
情
勢
・

接
備
の
利
袋
一
等
、
何
れ
も
無
限
に
複
雑
た
組
成
を
有

L
、
一
般

工
業
地
域
の
や
う
に
、
ニ
コ
一
の
部
門
・
部
分
に
偏
し
て
ゐ
た
い
。

第
二
に
は
、
か
〈
多
種
多
様
の
因
子
が
、
狭
少
た
地
域
に
同
時

に
並
存
し
て
ゐ
る
。
ー
そ
の
結
岡
市
、
工
業
集
積
も
、
他
に
見
ら
れ

友
い
特
色
を
帯
び
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
立
地
図
子
の
存
在
を
否
定
す
る
見
解
は
な
い
が

中
心
都
市
が
他
の
大
都
市
と
等
し
く
工
業
集
積
地
た
る
こ
と
を

als Sbndort.fnktor (Jahrb. f. Nationalo. u. St. IIL F.. '78. Bd・.R .17Sff.) 
F. E. C ark ;' Principles of Marl剖 mg，p・90 (緒方氏需i責買組織論、ょ、一
一八貰以下) : ; 
拙稿;繊維工業主勢働(経理野論叢、第三十三巻、六二穴ï~以下}
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妨
げ
る
消
極
的
た
理
由
と
し
て
、
高
い
地
代
を
象
げ
た
例
は
、

極
め
て
多
い
@
併
し
、
と
の
見
解
に
は
従
ひ
得
た
い
と
思
ふ
。

勿
論
、
高
い
地
代
は
、
家
賃
そ
の
他
の
生
活
費
を
介
し
て
持
賃

を
高
め
、
間
接
に
は
不
利
益
に
ほ
る
け
れ
ど
も
、
直
接
に
は
工

業
の
郊
外
移
輔
を
促
ず
に
止
ま
か
。
そ
し
て
、
と
の
郊
外
に
移

柑
押
し
た
ヱ
業
も
依
然
中
心
都
市
の
工
業
た
る
に
壁
り
は
な
い
。

何
故
と
云
ふ
に
、
大
都
市
の
工
業
が
郊
外
に
移
陣
し
て
、
中
央

は
商
業
地
た
る

Q
q
と
た
り
、
或
は
夏
に
準
ん
で
、
中
心
都
市

-
H主
コ
3
F
f
L罰

u
u
=
'
も
月
司
自
国
:
己
注
~
J
t
a
E
H同
円
山
市
巴
柑
刑

判
ゴ
U
J
2
5
f
J
事
長
性
台
円
r
L
1
1
E
h
p
長
官
あ
こ
引
出

d
万』

7e百
戸
晶
一
一
例
仰
官

E
4
4
事

大
し
、

乙
れ
は
一
地
域
内
の
地
匡
的
分
業
が
横

一
屠
頴
蕃
と
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

市
を
見
る
と
し
て
も
.

要
す
る
に
、
工
業
立
地
と
し
て
の
中
心
都
市
の
特
質
は
、
各

種
製
品
・
原
料
の
市
場
た
る
と
と
、
各
種
勢
働
特
に
熟
練
努
働

の
豊
富
・
な
と
と
、
情
勢
・
接
摘
の
利
に
富
む
と
と
、
特
に
、
こ

れ
ら
立
地
因
子
が
多
岐
に
亘
り
、
且
つ
密
集
し
て
ゐ
る
こ
と
を

主
と
す
る
。

.:0 

前
項
に
遁
ぺ
た
や
う
な
立
地
因
子
が
作
用
す
る
結
果
、
中
心

中
心
部
市
に
拘
け
る
工
業
集
積

都
市
に
は
如
何
た
る
工
業
が
集
積
し
て
ゐ
る
か
。
叙
越
を
個
々

の
具
鎖
的
た
賓
例
か
ら
始
め
た
い
。

製
品
の
大
市
場
に
あ
り
、
叉
版
賓
組
織
と
の
密
接
た
連
絡
を

基
礎
と
す
る
た
め
に
、
岡
氏
経
済
上
殆
ん
ど
濁
占
の
地
位
を
占

め
て
ゐ
る
の
は
、
倫
敦
・
粧
育
・
伯
林
、
別
し
て
我
が
東
京
市
に

た
け
る
書
籍
・
雑
誌
の
印
刷
・
製
本
で
あ
る
。
と
れ
は
、
資
本
或

は
交
通
上
の
使
益
で
は
さ
ま
で
勝
っ
て
ゐ
な
い
け
れ
左
も
、
首

都
が
園
民
の
精
紳
生
活
上
の
中
心
と
し
て
書
籍
・
雑
誌
の
最
大

五
拐
で
あ
り
、
叉
販
寅
組
献
と
の
闘
係
が
致
命
的
た
影
響
を
則
(

え
る
た
め
に
外
た
ら
十
、
と
の
部
門
は
商
業
地
冨
白
般
に
行
は

れ
る
特
殊
性
す
ら
示
し
て
ゐ
る
。

中
心
都
市
が
原
料
の
大
市
場
で
あ
る
た
め
に
、

と
す
る
も
の
に
、
倫
敦
の
プ
ム
工
業
、
紐
育
の
砂
糖
・
銅
の
精

製
が
あ
る
。
前
者
は
、
海
峡
植
民
地
そ
の
他
の
ゴ
ム
が
集
ま
り
、

と
L
を
立
地

特
別
の
取
引
市
場
が
あ
り
、
取
扱
商
人
が
多
数
集
中
し
て
ゐ
る

た
め
で
あ
り
、
後
者
も
、
粗
糖
・
粗
鋼
の
大
集
散
地
た
る
こ
と

に
基
づ
〈
。

長
富
な
弊
働
、
特
に
熟
練
持
働
に
よ
る
典
型
的
友
産
業
は
、

第
三
十
六
怨

第
五
披

間

p， 
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中
必
都
市
に
お
け
る
工
業
集
積

伯
林
の
高
級
既
製
版
、
及
び
装
身
具
製
造
で
あ
る
。
と
の
部
門

が
、
家
事
を
鹿
理
す
る
自
由
を
夫
は
た
い
で
家
計
を
楠
は
ん
と

ず
る
婦
人
が
、
家
内
工
業
と
し
て
行
ふ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

従
っ
て
、
補
助
的
な
葬
働
と
は
云
へ
、
他
地
方
よ
り
も
持
賃
は

高
い
け
れ
ど
も
、
質
及
び
速
度
で
繰
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
と
の

不
利
を
償
っ
て
徐
り
あ
る
の
で
あ
る
。
叉
各
種
労
働
を
併
用
せ

ね
、
ば
友
ら
ぬ
電
気
機
械
工
業
も
、
大
抵
中
心
都
市
の
濁
占
で
あ

る。
情
勢
の
力
、
及
び
、
接
鮪
の
利
益
は
、
者
修
品
工
業
と
官
管
工

業
と
に
最
も
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
o
蓉
修
口
同
町
ち
高
級
被
服
・

貴
金
属
製
品
等
の
製
造
は
、
支
配
階
級
の
一
需
要
を
充
た
す
た
め
、

中
心
部
市
に
平
〈
成
立
し
、
後
そ
の
使
用
が
全
園
に
繍
大
し
て

も
、
営
初
に
確
立
し
た
名
撃
と
、

よ
〈
流
行
を
捕
捉
し
得
る
使

定
と
に
よ
り
、
長
く
他
を
座
す
る
。
我
が
化
粧
品
製
造
が
東
京
・

大
阪
一
閉
市
に
殆
ん

ε濁
占
さ
れ
て
ゐ
る
伊
は
、
乙
の
顕
著
友
賓

八
八
四

第
五
務

一
四
四

第
三
十
六
巻

例
で
あ
る
。
政
府
・
軍
隊
の
需
要
寛
足
、
或
は
新
工
業
の
移
植

を
目
的
と
す
る
官
営
工
業
の
立
地
が
中
心
都
市
を
主
と
し
、
叉

と
れ
に
関
連
し
て
各
種
の
補
助
工
業
が
柴
え
る
の
も
、
首
然
の

成
行
に
属
す
る
。
東
京
市
の
工
業
が
、
千
佳
製
械
所
、
日
本
皮

車
.
日
本
製
靴
の
各
工
相
朝
、
砲
兵
工
廠
.
印
刷
局
、
法
初
工
作

所
、
深
川
セ
メ
ン
ト
製
法
所
、
品
川
精
子
製
法
所
(
或
は
ぞ
の

後
身
)
を
除
け
ば
、
如
何
に
寂
し
い
か
、
大
阪
の
工
業
に
遁
常

局
が
如
何
に
大
た
る
貢
献
を
た
し
た
が
。
共
に
周
知
の
事
寅
で

あ
ら
う
。

併
し
、
中
心
都
市
に
工
業
の
集
積
す
る
理
由
と
し
て
有
力
な

の
は
、
前
に
も
遁
ぺ
た
や
う
に
、
と
れ
ら
個
々
の
立
地
因
子
で

と
れ
ら
が
同
時
に
並
存
す
る
と
と
で
あ
る
。

は
な
〈
て
、

と
の

黙
に
注
意
す
れ
ば
、
上
記
の
例
に
あ
っ
て
も
.
一
因
子
の
力
に
よ

る
も
の
L
稀
た
事
賓
が
認
め
ら
れ
や
う
。
衣
服
業
で
は
需
要
の

集
中
、
印
刷
業
で
は
熟
練
峨
エ
の
存
在
、
電
気
機
械
工
業
マ
は

接
燭
の
利
径
が
重
要
友
支
桂
で
あ
る
こ
と
は
、
無
視
し
得
ぺ
〈

も
な
〈
、
唯
各
因
子
聞
に
幾
ら
か
本
末
・
軽
重
を
匝
別
し
得
る

に
止
ま
る
。
準
ん
で
伯
林
・
東
京
・
大
阪
の
菱
沼
壊
活
業
に
至
つ

。雪chwar:zschilo;a. a. O. S. 734膏.
H. Schumacher: Die Wandenmgen d. Grossinrlust:rie in Deutschl. u. Vereinig .. 
ten Stnatel1 (W，.]tw.Sttldiel1.， S. 409) 
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て
は
、
そ
の
基
礎
が
市
揚
に
あ
る
か
、
精
一
紳
・
技
術
共
に
優
秀

左
叫
労
働
者
で
あ
る
か
、
或
は
確
立
さ
れ
た
名
撃
で
あ
る
か
、
断

定
に
苦
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

か
や
う
に
個
々
の
観
察
を
重
ね
て
来
る
と
、
乙
れ
ら
僅
少
の

賓
例
に
徴
し
て
も
、
既
に
、
中
心
都
市
の
工
業
集
積
の
特
色
が

あ
る
程
度
ま
で
明
瞭
に
た
る
。
今
そ
の
主
要
な
黙
を
列
臨
帯
す
れ

ば
、
次
の
如
〈
に
た
ら
う
。

先
づ
、
工
業
の
側
め
て
多
岐
に
一
旦
り
、
各
種
の
製
品
を
供
す

J
ず

3
4
a
1
t
と
i
H
T
A
P
-
K
2
ρ

ン
一
等
，
主
地
主
，
Z
3
Z〈

戸
町
〉
:
、

却
下
J
-
『

ι

t
b
z
・:
l
t
二
〉
、
，

a

刊
'
本
丹
治
一
戸
母
』

tru

ヨ
泣
い
集
積
と
思
は
れ
る
の
も
無
理
で
は
な
い
が
、
併
し
、
仔
細

に
見
る
と
、
雑
然
た
る
も
の
で
は
な
い
。
中
心
都
市
が
多
種
多

様
の
立
地
図
子
を
具
え
て
ゐ
る
結
呆
、
営
然
に
、
工
業
の
種
類

が
豊
富
な
の
で
あ
る
。
複
雑
友
集
積
白
韓
は
、
正
に
、

一
貫
し

た
立
地
法
則
の
存
在
を
示
す
も
の
と
云
は
ね
ば
・
な
ら
ぬ
。

-
突
に
、
か
や
う
に
集
積
が
複
雑
で
あ
り
た
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

工
業
に
亘
ら
守
、
略
々
一
定
の
範
園
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
賓
が
、

認
め
ら
れ
る
。
創
ち
、
第
〔
に
、
大
企
業
に
属
せ
守
、
大
経
替

の
エ
揚
で
た
い
も
の
が
多
い
円
。
蓋
し
、
こ
れ
ら
は
仮
令
原
料
市

中
心
都
市
陀
お
け
る
ヱ
業
集
積

揚
と
隔
つ
で
も
、
市
揚
に
出
張
所
を
設
け
友
ど
し
て
よ
〈
市
況

に
遁
巴
、
長
期
先
物
契
約
等
K
よ
っ
て
大
規
模
の
貿
付
を
行
ひ
、

低
廉
友
貨
準
を
利
用
し
、
保
管
の
設
備
を
整
へ
、
危
険
の
負
槍

を
酔
せ
歩
、
時
に
は
供
給
源
泉
の
統
一
す
ら
行
ひ
得
る
。
販
由
貿

に
関
し
て
も
、
略
々
同
様
で
あ
る
。
叉
勢
働
に
つ
い
て
も
、
機

械
に
よ
る
所
多
〈
、
接
偶
・
情
勢
の
利
盆
も
、
自
ら
上
〈
創
設

し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反

L
、
濁
立
小
規
模
の
小
工
業
は

資
本
力
陀
乏
し
〈
、
他
陀
依
楓
す
る
事
が
多
い
か
ら
、
市
場
・

i
l
-
-
i
i
i
E〉
A
i
t
-
i
i
!
i
;

串
信

1
z、
σ一
世
話
毛

ι
毒
考

t
，

T
干
沼
d
:北
朝
1
2宜
商

品

U
Z

乙
と
が
困
難
で
あ
る
。

こ
の
関
係
に
基
づ
き
、
家
内
工
業
が
中
心
都
市
に
最
も
盛
で

あ
る
。
蓋
し
、
と
の
生
産
要
具
を
要
ず
る
と
と
少
友
〈
、
読
行
・

景
気
に
慮
じ
て
事
業
を
伸
縮
せ
ね
ば
た
ら
ね
経
替
型
態
は
、
原

料
・
製
品
の
寅
買
そ
の
他
企
業
的
左
方
閣
を
措
賞
す
る
問
屋
、
及

び
各
自
の
家
庭
で
作
業
す
る
持
働
者
を
要
し
、
叉
補
助
業
に
倹

つ
所
が
多
い
が
、
と
れ
ら
要
件
は
中
心
都
市
に
最
も
よ
く
備
は

っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
製
品
の
種
類
か
ら
見
る
と
、
精
製
品
・
高
級
品
の

第
三
十
六
巻

第
五
時
碗

一
四
五

八
八
王
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中
心
部
市
に
お
け
る
工
業
集
積

第
三
+
大
血
管

第
五
時
制

一
四
六

八
八
六

特
に
そ
の
結
合
状
態
と
、
そ
の
作
用
に
よ
っ
て
集
積
す
る
ヱ
業

と
を
鳥
時
略
し
た
。

そ
の
結
果
に
徴
す
る
と
、
中
心
都
市
に
集
積
す
る
エ
業
は
、

極
め
て
多
種
類
に
亘
り
、
多
数
で
は
あ
る
が
、
綿
ぺ
て
E

訟
と

時
点
一
定
の
範
園
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
、
明
瞭
で
あ
る
・

原
料
・
持
力
K
よ
る
仙
川
地
方
が
1

J

航
年
上
郡
T

ろ
有
刺
恥
か
ら
惜
し
市

あ
る
。
賞
際
、
中
心
都
市
に
、
製
銭
業
と
離
れ
て
機
械
・
器
-
具

製
造
が
行
は
れ
、
製
紙
業
友
く
し
て
印
刷
業
・
製
本
業
が
祭
え

製
材
業
友
く
し
て
家
具
製
造
業
が
あ
り
、
東
京
・
名
古
屋
聞
に

時
計
製
造
に
つ
い
て
分
業
関
係
の
明
か
た
の
は
、
と
の
理
由
に

剖

よ
る
。要
す
る
に
、
中
心
部
市
に
集
積
す
る
工
業
は
、
多
岐
に
百
一
る

と
は
い
で
精
製
品
、
高
級
品
の
製
治
、
軽
工
業
等
大
積
小
規

模
の
も
の
を
主
と
し
、
大
工
業
は
比
較
的
少
ゑ
い
と
見
て
よ

-¥1、
。

図

以
上
、
粗
雑
た
が
ら
中
心
都
市
に
お
け
る
工
業
立
地
図
子
、

突
に
、
現
代
の
工
業
設
展
の
太
勢
は
、
大
規
模
化
・
機
械
化
・
無

機
化
の
方
向
を
ね
っ
て
ゐ
る
が
、
乙
の
側
向
が
中
心
都
市
の
一
ム

業
集
積
を
茜
し
か
ら
し
め
た
い
と
と
も
、
前
項
に
述
ぺ
た
所
に

照
し
、
大
櫨
推
知
し
得
る
。
夏
に
、
中
心
都
市
自
慢
に
つ
い
て

も
、
工
業
特
に
大
工
業
の
郊
外
移
縛
の
趨
勢
が
、
か
・
な
り
願
著

で
あ
る
。
従
っ
て
、
、
勝
来
愈
々
工
業
が
中
央
に
集
中
し
、
従
来

以
上
の
混
観
・
弊
害
を
生
や
る
と
は
、
考
え
ら
れ
た
い
。

ζ

れ

が
寅
際
的
友
結
論
で
あ
る
。

勿
論
、
序
言
に
も
断
っ
た
遁
り
、
問
題
を
徹
底
的
に
究
め
た

結
呆
で
は
た
く
、
軍
に
暫
定
的
な
結
論
た
る
に
過
ぎ
-
泣
い
。
何

故
と
云
ふ
に
、
ニ
方
向
の
観
察
に
よ
っ
て
、
補
訂
を
要
ナ
る
か

ら
で
あ
る
。
郎
ち
、
先
づ
、
個
々
の
中
心
都
市
は
、
位
置
・
歴
史

そ
の
他
の
特
殊
性
に
よ
り
、
殊
に
属
す
る
園
民
経
済
の
特
色
に
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よ
っ
て
相
違
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
具
健
的
た
検
討

を
行
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。
併
し
、
そ
れ
よ
り
も
一
一
居
重
要
た
の
は
、

他
の
工
業
集
積
地
域
と
の
比
較
針
照
で
あ
る
。
蓋
し
、
生
産
の

立
地
は
相
互
に
他
を
規
定
す
る
か
ら
、

一
立
地
を
草
濁
に
取
扱

つ
て
は
異
相
に
達
し
得
な
い
。
中
心
都
市
に
ゐ
け
る
工
業
集
積

も
、
石
炭
産
地
・
過
剰
持
力
或
は
特
殊
左
畑
町
力
の
存
在
す
る
地

域
等
、
他
の
工
業
集
積
地
と
比
較
し
、
統
一
的
に
見
る
と
き
、

始
め
て
、
圏
関
経
済
中
に
占
め
る
濁
自
の
地
位
と
、
国
民
の
主
要
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